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写真3 6 月スイレンは葉を広げてきているが',オオサ
ンショウモの姿はまだ見られない.

1996年の2 月の低温で，ついに姿を見せなかっ 

た. （ 96. 3. 3 写）

いえるようである.

一つはオオサンショウモは夏から秋には大群生し，重 

なりくっつき合うようになるまで繁殖をする.くっつき 

重なり合うことは気象変化，寒さを防ぎ，生きていく知

恵の一つではないか.写真1 のように上部の葉は茶褐色 

に枯れるが，内部の葉は緑のままである.1 〜 2 月の厳 

しい寒さで大部分は枯れてしまうが，彼らなりに身につ 

けた生きる術の一つであろうと思われる.

第二はこの池に生えている常緑で葉を広げている栽培 

種のスイレンとのかかわりである.オオサンショウモは 

池一面に広がると，スイレンの葉の下まで集団でもぐり 

こんでいく.第一の知恵のうえにスイレンの葉のカバー 

ができるといっそう冬の寒さが乗り切りやすくなるので 

ある.1995年 5 月スイレンの葉の下で生き残る成長芽を 

観察したことがある.

会報59号 （ 1996年10月）の表紙写真の角野氏の解説に 

“在来種を脅かすスイレン”として山間部の自然度の髙 

い池でも栽培種のスイレンが在来種のヒツジグサを池の 

隅に追いやろうとしていると書かれているのとは対照的 

なことで，スイレンが野外に逸出した栽培種を守ってい 

たのである.それにもかかわらず数年間自然池に飛び出 

していたオオサンショウモは枯れた.もう姿を見せない 

のだろうか.
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